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↓「G-MIS」等でWeb検索

↓クリック

各医療機関それぞれのID・パスワード
を入力してログイン

G-MISログイン

QRコードから



日次報告の入力①（共通）

G-MISの入力が新型コロナウイルス感染症緊急包括支援補助金（設備）の交付条件となって
いますので、入力は正確にしていただくとともに、入力に遺漏なきようご確認ください。
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日次報告の入力②
（病院・有床診療所向け）

本来すべての項目を入力していただくものですが、今回特に重要な項目をお
示ししますので、これらの項目については入力の徹底をお願いいたします。

開設時間内における発熱患者等の数（人）

については実績がある場合にご入力ください。

自院で入院調整を行った件数（件）

🔸入院中の新型コロナウイルス感染症患者数（人） うち他の疾患の治療目的に入院中に陽性となり、治療中の
入院者数（人）

うち確保病床に入院中の患者数（人）

については実績の有無にかかわらず
ご入力ください。（実績のない場合「0」）

🔸中等症Ⅱの患者数（呼吸不全あり）（人）
うち確保病床に入院中の患者数（中等症Ⅱ患者）（人）

重症患者用病床に入院中の患者数（人）

うち確保病床に入院中の患者数（重症者数）（人）

新型コロナウイルス検査実施（検体採取）総人数

重症患者の判定については、「新型コロナウイ
ルス（covid-19）感染症診療の手引き」の「4.
重症度分類とマネジメント」で示されている
「重症」分類に基づいて判断してください。

4※段階が切り替わる際は、確保病床を有する医療機関の皆さまに別途通知いたします。
なお、令和5年10月5日時点では、在院者数が194名未満のため、現在は「段階0」に該当します。

○病床確保計画上、いずれの段階においても、
確保病床を有さない医療機関

⇒「確保病床に入院中の患者」には、常に
「0」を入力してください。

○病床確保計画上、いずれかの段階において、
確保病床を有する医療機関

⇒「確保病床に入院中の患者」には、
①段階０の場合→０を入力
②段階１以上の場合→現段階の即応病床数を

上限として数値を入力
※段階1で確保病床5床であれば「5」が上限



◎備考欄（他の医療機関や都道府県への連絡事項）

日次報告の入力③
（病院・有床診療所向け）
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🔸即応病床数（床）

★前回日次調査回答時より変更がない場合、 内の項目は記入不要です。

新型コロナウイルス感染症患者受入可能病床数（床）

貴院で現在受入可能な病床数をご記載
ください。確保病床数・即応病床数と
一致させる必要はありません。

※令和5年10月1日以前の入力情報は引き継がれないので、10月1日以降の初回の回答時には回答が必要です。

うち新型コロナウイルス感染中等症Ⅱ患者用病床数（床）

うち新型コロナウイルス感染重症患者用病床数（床）

うち中等症Ⅱ（呼吸不全あり）患者受入可能病床数（床）

うち重症患者受入可能病床数（床）

回復後患者受入可能病床数（床）

【用語説明】
・即応病床数・・・・県から指定を受けた現在の受入病床数
・確保病床数・・・・県から指定を受けた最大の受入病床数

🔸確保病床数（床）

○病床確保計画上、確保病床を有さない医療機関⇒０を入力
○病床確保計画上、確保病床を有する医療機関
⇒段階０の場合は「０」、段階１以上の場合は、「段階３の時の確保病床数」を入力

段階0の場合：0
段階1以上の場合：貴院で準備が完了している確保病床数

（現段階における確保病床数が上限）

備考欄には他の医療機関にお知らせしたい内容をご
記載下さい。
（例：「透析患者のみ対応」「院内感染発生中」
「重症、中等症Ⅱを対応」「症状軽快後の受入れ対
応可」「リハビリ対応可」など）
また、病床確保計画上、いずれかの段階において、
確保病床を有する医療機関については、どの段階か
ら確保病床を有するかを記載してください。
（例：「段階2から確保病床あり」等）

入力項目の意味が分からない場合は、 にマウ
スのカーソルを合わせると、簡単な説明が表示
されます。

！



日次報告の入力④
（病床を有しない診療所向け）

3項目すべてにご回答ください。
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週次報告の入力①
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週次報告の入力②

週次報告については、可能な限り入力への御協力をお願いします。

8

新型コロナウイルス感染症の疑いのある外来患者への
診療・検査の状況

ひっ迫状況把握の目安となりますので、
入力をお願いいたします。



県内の入院状況（見える化機能）の確認①

↓クリック

医療機関の連絡先や
入院患者数、受入れ
可能患者数等を確認
できます。

クリック⇒「この項目で行をグループ化」で、
市町ごとに並び替えが可能です。

リストから医療機関を検索する際は
こちらをクリックします。

医療機関名をクリックすると、
詳細な情報が表示されます。
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県内の入院状況（見える化機能）の確認②

〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

【右端の列の「備考欄」について】
・入院患者を受入れる医療機関の皆様は、他の医療機関にお知らせしたい内容を
ご記載ください。（受入対象患者や確保病床に関すること等）

・入院患者の受入れを依頼する際には、依頼先医療機関の備考欄をご確認ください。

（備考欄の記載例）
「透析患者のみ対応」「院内感染発生中」「重症、中等症Ⅱを対応」「症状軽快

後の受入れ対応可」「リハビリ対応可」「段階2から確保病床あり」等
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注目！



県内の入院状況（見える化機能）
のExcel等ダウンロード

出力形式を選択します。
（特にご希望が無ければ、初期設定で問題ありません。）

ExcelやCSV形式で出力されます。
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↓クリック

↓クリック

Excelのフィルター機能や非表示機能、列幅の調整などで、適
宜加工していただくと見やすくなります。



県内の入院状況（見える化機能）の
より詳細な情報の確認①

↓クリック
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レポート

↓クリック

↓クリック

↓クリック

「レポート」⇒「レポート一覧」を選択します。

「すべてのフォルダ」＞「010_新型コロナ関連調査（医療機関）」
を選択します。

列の幅はドラッグして調整できます。



県内の入院状況（見える化機能）の
より詳細な情報の確認②
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レポート

↓クリック

見える化機能の全項目を参照できます。
（人工呼吸器管理中の入院患者数、透析患者の受入れに関する
情報 などが追加されます。）
前述のExcel等のダウンロードも可能です。

詳細な操作方法は、厚生労働省の「G-MIS 操作マニュアル」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html
でご確認ください。


